
ｈ
。
　
。
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二
Ｉ
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｂ

国連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ計画

恥でﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
マ
ン
8
0
人

　
活
動
の
在
り
方
探
る

　
世
界
各
国
で
発
展
途
上
国
の
難
民
支
援
や
開
発
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
な

ど
を
行
っ
て
い
る
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
、
本
部
・
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
）
主
催
の
「
Ｕ
Ｎ
Ｖ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
岡
山
」

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
主
催
）
が
十
三
日
、
岡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
ら
は
、
平
和
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
（
４
面
に
関

連
記
事
）

　
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
県
下
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
や
企

業
、
自
治
体
の
関
係
者
ら
約
八

十
人
が
出
席
。
初
め
に
プ
レ
ン

ダ
・
マ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ー
ニ
ー
・

Ｕ
Ｎ
Ｖ
事
務
局
長
が
「
今
回
の

ウ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ

と
岡
山
と
の
平
和
に
向
け
て
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
確
立
の
契

機
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
選
挙
監
視
活
動
中

に
亡
く
な
っ
た
中
田
厚
仁
さ
ん
一

の
父
親
で
、
現
在
Ｕ
Ｎ
Ｖ
名
誉

大
使
を
務
め
る
中
田
武
仁
さ
ん

が
「
世
界
市
民
」
と
瑶
し
て
基

一
し

4
1
琵
い
ヽ
皇
１

Ｕ
Ｎ
Ｖ
と
県
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
在
り
方
が
話
し
合
わ
れ
た
「
Ｕ
Ｎ
Ｖ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」

・
心
．
如
や
、
損
得
だ
け
で
物
事
を
考

え
る
心
な
ど
か
日
本
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
の
発
展
を
妨
げ
て

い
る
、
と
指
摘
。
こ
人
ぴ
と

り
の
命
に
は
限
り
か
あ
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
努
力
で
人
類
全
体

の
″
命
″
は
長
続
き
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
一
つ
の
命
を

大
事
に
す
る
も
の
が
世
界
を
救

う
』
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
貴
さ
を
訴

え
た
。

　
こ
の
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ
の
活
動
を

紹
介
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映
や
出

席
者
を
交
え
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
出
席
者
が
岡
山

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状

を
報
告
し
た
ほ
か
、
Ｕ
Ｎ
Ｖ
と

岡
山
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
自
治
体
な
ど

と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
を
交
換
し
た
。

　
－
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